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ガイトウで文化を味わう 3日間

上野～湯島　仲町通り

Air & Stree
t

主催／池之端仲町商店会
企画／アーツアンドスナック運動実行委員会　　協力／東京大学
都市デザイン研究室・Camerata Project・藝を育むまち同好会・有
職組紐道明・池之端きもの藤井・仲町通り家族の形プロジェクト・
賛光電器産業株式会社・日鉄興和不動産株式会社・VUILD株式会社
後援／池之端仲町町会・上野二丁目仲町通り商店会

2021.10.22
Fri 1700-1900｜Sat 1300-1900｜Sun 1300-1900
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第 2 回
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京成上野駅京成上野駅

旧岩崎邸庭園旧岩崎邸庭園

湯島天満宮湯島天満宮
御徒町駅御徒町駅

不忍池不忍池

仲町通り

雨天の場合は一部プログラムのみ開催 ／ イベントとして飲食提供はないため周辺飲食店をご利用下さい

URBAN DESIGN LAB. MAGAZINE

２

TEXT_SUGIMOTO/M1

３

vol.316　足跡を振り返って

2021 年度 活動の全体像

ガイトウスタンドを回り文化体験を楽しむ歓
楽街回遊型アーツイベントを開催。

震災からの 10 年を振り返り、
住民と一緒に今後のまちづくり
を議論。

小布施町の「農のある風景」を
テーマに今昔の写真を展示。

廃業旅館跡地の活用計画を発表。

ミライいのち池のバ
ージョンアップとし
てヨシノボリのすみ
かを造成。

今年度の調査をまとめた
報告書を、地元の方との
議論の種になるよう作
成。

2021 年度の活動をまとめた。
ビジョンをまとめたコンセプトブック、
ワークショップを記録したレポートブック
の２部構成で作成。

寿司屋のコワーキングへのリノベ作業。
今後は WS などを協働で行いたい。

「残したい農の風景」をテーマに地域
の未来像を考えるイベント。

旧社員寮のリノベーシ
ョン案を発表。

ヌマベクラブの振り返り。東大は今年度
の成果と次年度への提案を発表。

今後の土地利用計画を定めるに
あたって、町役場内の 3 つの
部署と連携会議。

初の現地での対面ミ
ーティングとワーク
ショップを開催。

フィッシングセンターにて
星空レクチャーと観望会に
参加。

昨年度までの成果の展示会
と報告会を実施し、地域の
方々と意見交換。

宇治

手賀沼

小高

富士吉田

みなかみ

上野

ウォーカブルな上野を
ストリートから考える

歴史と文化の地層に描く
未来のまちのビジョン

原発被災地の復興と
新しい土地利用手法の模索

農住混在の魅力ある景観　
未来の土地利用計画を考える

エコロジカルパブリックスペースの
実践的デザイン

二つの浅間神社を結び
ウォーカブルなまちなかへ

周辺環境と共存する
次世代型温泉郷再生モデル

貴重な空きスペース資源である屋上を利用してホ
ップの栽培を実施。

小高で活動してきた人に、
まちとの繋がりについてイ
ンタビューを開始。

分家住宅に関わる手続きの実態
を把握するためにヒアリング調
査を開始。

みなかみ町及び水上温泉街の主要な場
所を見学。

新メンバーとレンタサイクルで手賀沼
周辺の主要スポットをめぐった。

今年からの対象地であ
り、まちを知るための
沿道環境の悉皆調査。

宇治川右岸を含む中宇治
地域の空間資源の調査と
関係者へのヒアリング。

ビルオーナーや商店主のみなさまと不忍通り
やまちの方向性を話し合う場。

いけまち研究会発足

中宇治地域まちにわワークショップ

ガーデニングデー

しのばずホッププロジェクト

小高の人々にインタビュー

初回現地調査会

フィールド調査

フィールドデザインプレゼンテーション

市に向けた中間報告会

テガヌマウィークエンド vol.4 
ヌマベケーション

ヒアリング調査

第 10 回ヌマベ部会

まちづくりラボ

生きもの調査 & 観察会・生きもの WS 第 12 回ヌマベ部会

報告書作成

フィールドワーク

分家住宅調査

初の現地調査

農地調査

第 1 回産官学金ミーティング

住民説明会

第 2 回産官学金ミーティング

庁内ワーキンググループ会議

水上温泉中心街再生ビジョン提案

「見つける、見つめる、農の風景。」
　写真展

廃業旅館跡地活用提案

「残したい農の風景」ワークショップ

旧社員寮活用提案

EMARF ×ガイトスタンド

フィールドワーク　

集落部ヒアリング

第 2 回アーツ & スナック運動

中宇治地域まちにわワークショップ

「10 年目の小高」これからの小高を振り返る会

アーツ & スナック運動
アーカイヴ冊子発行

コンセプトブック・レポートブック発行　

青葉寿司リノベプロジェクト

いけまちコンセプトブック発行

講師をお招きした菜園講習と、
空き地で育てたハーブを使った
WS を開催。

農地の現状を把握するため耕作
状況や作付け作物を現地調査。

基礎的調査から提案までを初めて
現地の方々と議論。

遊休地に対するプログラムや空間デザインの提案を図面
やパースで表現。

半年間の調査から提案
（観光と地域との関係性
再構築）の方向性を示し
た。

＃ 1「まちにわマップをえがこう！」
＃ 2「ふれあいパークをえがこう！」

デジタル木材加工サ
ー ビ ス と コ ラ ボ し
て、純木製ガイトウ
スタンドを制作。

コロナ以降伺えていなかった、集落部の近況
についてヒアリング。

住民の皆様にこれまでの活動報告及び農地
調査の結果を共有。

第 1 回 の 発 表 内 容 に
ついての質疑応答やス
ケジュール確認。

社会実験の 4 年目として時間・空間をよ
り広げたプログラムを展開。

提案に向け、町内会や移住者の
方へヒアリングを行い関係性を
築いていった。

＃ 3「ふれあいパークをつくろう！」

空き家の実測調査と中宇
治地域のオープンスペー
スの悉皆調査。

小布施 9/1-24

8/26

6/10~

7/22-23

各プロジェクトの 2021 年の活動の全体像を紹介する。ひとつひとつの活動が一本の糸を強くする
” 撚り ” となり、地域とのつながりもその度ごとに強くなっていくことだろう。

本ページで強調された活動については次ページで取り上げて紹介しているので、併せて参照してほしい。
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小布施 PJ では、農村集落における地域資源を活かしたコミュニティ活性
化と、ボトムアップ型の次世代土地利用制度作成に向けて様々な活動を行
っています。その中で、今回「農のある風景」をテーマに写真展を現地で
開催しました。小布施町役場や小布施出身の学生さん達と一緒に準備を進
めていき、今昔の写真を掲載することができました。幅広い年代の小布施
の皆様に写真展にお越し頂きました。
今後ともまちづくりに関わる様々な人を巻き込んで、魅力的な農住混在の
風景を活かした土地利用計画の策定に繋げていきたいです。

（M1　小野瀬・森田）

過去 5 年間取り組んできた、横町・大門地区のまちづくりビジョンをポ
スター展示する「まちづくりラボ」を 4 日間にわたって開催した。
国道拡幅に伴う沿道の建て替えに際し、家並みを継承し交通問題を解決し
つつ、緑景観や行灯などの地域資源をより活かしたまちにするための提案
を行った。
また開催に併せ、提案の一部である水路沿いに休憩スペースを設置する社
会実験や、お寺をお借りした住民向け報告会も行った。地域の方々や観光
客など 70 人以上の方にご参加いただき、提案模型や拡幅後の姿を示した
イメージパースによりまちの将来を見える化したことで議論も盛り上が
り、共にまちの将来像について考える良い機会となった。

（M1　神谷・塩崎）

大学合同チームの 4 大学の学生が協働し企画から運営までを担い、地元
の幼稚園児・小学生を対象にしたワークショップを開催しました。

「まちにわ」とは、住民自らが思い思いにまちの空きスペースを使いこなし、
暮らしをより良くするまちづくりのコンセプトです。
＃ 1：まち歩きをしてまちにわのタネを探す→＃ 2：様々な材料を使って
模型を作り理想の遊び場を形にする→＃ 3：花壇づくりや芝生張りをし、
自分達の手で空間をつくってみる、というプロセスを体験してもらうこと
で、子どもたちを宇治のまちづくりのプレイヤーとして引き込む大きな一
歩になったと思っています。
この次は＃ 4「ふれあいパークであそぼう！」。6 月開催予定です。

（M1　杉本）

4 年目の社会実験となる今回は 1. 橋の両岸を一体的に体験してもらう 2. 朝
から夕方まで手賀沼で過ごしてもらう 3. 特徴が異なる手賀沼の東端と西
端でコラボする という３つの狙いのもとに開催した。夕日の名所である
曙橋を竹灯籠で彩ることで、日中から両岸の一体感を作るとともに日が暮
れても楽しめる空間とした。また、自作ファニチャーにより水辺とフィッ
シングセンターの間の橋詰空間を「サンセットパーク」として多様な過ご
し方ができる空間にした。さらに、ヌマベを楽しむキットを積んで移動・
展開する「ヌマベキャラバン」を制作し、2 日目に北柏ふるさと公園に出
張した。陸上から水辺、水上、対岸までがひと続きに賑わう様子は壮観だ
った。（M2　谷本）

歓楽街回遊型のアーツイベント『第 2 回アーツ & スナック運動 - ガイト
ウで文化を味わう三日間 -』を開催。路上で文化体験を行うというコロナ
禍ならではの発想で、様々なコンテンツを企画。グッドデザイン賞を受賞
した初代ガイトウスタンドを初め、木製のデジタル加工サービス EMARF
とコラボした様々な姿のスタンドが街灯に寄生。いつもは物寂しい通りに、
飲食する人、パソコンを眺める人、本を読む人、一息つく人、組紐や帯結
びを体験する人。ガイトウスタンドを設置するというちょっとした取り組
みで、まちの風景ががらっと変わることを身にしみて感じた 3 日間だった。
この風景が日常になるよう、ハード・ソフト両面で改善をしていきたい。

（M1　池内）

8 カ月間の調査や議論を踏まえ、水上温泉中心街の再生ビジョンを策定し
ました。

「水音と共に歩む」「エコパークに参加する」「マスツーリズム都市の蓄積
を見出す」というまちづくりを進める上でのスタンスを提案の中で掲げま
した。みなかみ町の地域資源を生かしつつ、より持続的なまちにしていく
ための新たな地域循環や河川沿いの空間整備の提案をしました。今後提案
や実践をおこなう中でブラッシュアップをしていきたいです。現在はその
内容を踏まえ、廃業旅館跡地の活用案や来年度の夏に実施する予定の社会
実験についての検討を行っています。再生ビジョンで掲げた方向性を取り
組みの念頭に置きつつトライ＆エラーを繰り返していきたいです。

（M1　渡邉）

　2019 年度から、小高の人々が取り組んできた各々の活動の時期や展開、
他の活動との関係性について確認を行ってきた。避難指示解除直後は、サ
ロンなどのコミュニティ活動が多く見られたが、徐々に事業再開が見られ、
地域おこし協力隊制度を利用した移住者による起業家コミュニティも形成
されたことが分かった。2020 年度は特に、地域おこし協力隊が起業型に
特化することの特徴や効果と、起業家コミュニティの存在によって、その
構成員と小高の人々の関係性に与える影響についてインタビューを重ねて
きた。これらをもとに、震災で一度人口がゼロになったまちで、どのよう
に人々の活動がもう一度営まれてきたのかを明らかにしていきたい。

（B3　洲崎）

参加方法

                            mail : nkamiya0623@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

                                                               都市デザイン研 M2 神谷南帆

　　　　　お問い合わせは下記のアドレスへお願いします。主催：東京大学都市デザイン研究室 学生有志

プロジェクト報告会
2021 年度

東京大学大学院都市工学専攻では、全国各地をフィールドに、地域の方々と一緒になって
まちづくりをしています。今年度はプロジェクト報告会の場に、11 プロジェクトが集結。

まちに対する多様なアプローチや今後の展望について語ります。
プロジェクトへの参画を検討している方はぜひご参加ください。

online

開催日時

4/13
19:00-21:00

( 水 )

開会のあいさつ
各 PJ の活動報告
上野　宇治　内子
小高　小布施　手賀沼
みなかみ　富士吉田
本郷ランドスケープ
本郷　善光寺研究会

先生方よりコメント

【1 部】19:00-

【2 部】20:00-
質疑応答
学生による意見交換会

対象者
プロジェクトへの参加を希望する学生
都市工学専攻 / 都市工学科の学生
上記専攻への進学を希望する学生

右のフォームに
必要事項を記載して
参加申込をする

主催者からメールで
ZOOM の URL を
受け取る

4/13（水）19:00 に
URL からアクセス
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2021 年度 活動ピックアップ

宇治／ 富士吉田／

みなかみ／

まちづくりワークショップシリーズ まちづくりラボ第 2 回アーツ & スナック運動

小高の人々にインタビュー
小布施／

手賀沼／上野／

小高／

テガヌマウィークエンド vol.4
ヌマベケーション

第 3 回産官学金ミーティング・
水上温泉街再生ビジョン発表

参加申込はこちらから！参加申込はこちらから！

今年も今年も
開催します！
開催します！「見つける、見つめる、農の風景。」

写真展

各プロジェクトの 2021 年の活動のなかでひとつを取り上げて紹介する。プロジェクトの活
動の様子や空気感を感じ取ってもらえれば幸いである。



発行：東京大学都市デザイン研究室マガジン編集部
河﨑篤史・鈴木直輝・藤本一輝・松坂大和・CHEN Jinyu・神谷南帆・合田智揮・杉本莉菜・若松凪人・渡邉大祐

COLUMN

BOOK OF THE MONTH WEB MAGAZINE 続きは都市デザイン研究室 HP で！
https://ud.t.u-tokyo.ac.jp/ja/blog/

LOOKING BACK AT MARCH

76

みなかみ PJ で進めてきた廃墟旅館
と付随施設の活用案を学生側から提
案し、関係者の方々と議論を行なっ
た。年度頭に描いた温泉街の将来像
に向け、来年度は実際にアクション
を仕掛けていきたい。（M1 神谷）

戦国時代の石工職人・穴太衆を主人公
にした物語。ストーリーの躍動感もさ
ることながら、都市において独特の存
在感を醸し出す石垣の建造背景が詳細
に描かれている。要は戦国時代のゼネ
コンの話（雑）。美しいものには人の
手のかかっていることがわかる一冊。

推薦者
M1 合田

今村翔吾
集英社

塞王の盾

発行日：2022 年 3 月 31 日

TEXT_GODA/M1

第５回 産官学金 MTG 追いコン開催！

みなかみ住民説明会
上野 AnS 実行委員会
みなかみ産官学金 mtg
追いコン
学位授与式

POSTSCRIPT

各プロジェクトで各人が多く
の壁に当たりながら試行錯誤
していることと思う。目の前
のことに精一杯注力しつつ、
それらが自分達の関わる２年
を超えたその先へも繋がって
いくことを信じ前を向いて進
んでいきたい。(M1 杉本 )

1st
17th
18th
22nd
24,25th

M2・B4 生を対象とした卒業生・修
了生送別会が行われた。なんとか対
面開催にこぎつけ、M1 側からの企
画・贈り物贈呈等により、会は盛況
のうちに終了した。皆様の一路順風
をお祈りします！（M1 合田 )

＜やりがい＞
自分の提案に対して現地で活動する方々から正直な意見
や要望を聞けることはとても勉強になるし励みになる。
たくさんの方と協力して実現できた時、良い反応が得ら
れた時の達成感は大きなやりがいだと感じた。

（M2 谷本）

vol.316　足跡を振り返って TEXT_GODA/M1

学生生活の多くの時間をささげてきたプロジェクトを終えた修了生は何を思
うのか、活動の主体となり始めている M1 は何を考えているのか。それぞれ

の立場から、PJ のやりがい、課題、引き継ぎたい点などを自由に語ってい
ただいた。煮詰まった時に立ち戻り、見返していただきたい頁である。

PJ のやりがい・
来年度以降に向けた引継ぎ・課題

＜やりがい＞
個人的には研究というアカデミックな側面とプロジェク
トというプラクティカルな側面の両輪で一つの地域を見
ることができたのは本当にいい経験だった。
宇治のような良くも悪くもしがらみのある古い町のなか
にどのように新しいものをデザインしイノベーションを
起こしていくのか考えるきっかけになった。これからの
実装段階に期待。

＜来年度に向けて＞
2 年間でしっかり地面が固まってきたと思うので、来年
以降はチーム全体の動きを俯瞰しマネジメントするのは
継続しつつ、どんどん手を動かしまちにわを育てていっ
てほしい。現地のプレイヤーともどんどん絡んでいって
ほしい！（M2 河﨑）

＜やりがい＞
まちの調査や提案の検討を通して都市デザイン・まちづ
くりに関する考え方が体得でき、その過程で中宇治や研
究室メンバーとの関係を構築できること。

＜来年度に向けて＞
この 2 年間は調査・分析・提案検討を行ってきたが、今
後はそれを何かしらの空間的なカタチに落とし込み、ま
ちにインパクトを与えられるようにしたい。（M1 若松）

＜やりがい＞
関わっているエリアも広く、街自体も歴史があるので行く
たびに知らない部分に出会える奥深さがある。また依頼さ
れている幅も広いので、リサーチから提案、実際の場所作
りまで関わることができる点も良かった。（M2 松坂）

＜来年度に向けて＞
今後は既存のプレイヤーが多い下吉田での活動が中心にな
るので、より多くの方々と連携を取って、ときには頼るこ
とで、短期アクションを充実させていってもらえばと思い
ます。また、人数が少なく、自分の関心が活動の方向性に
反映されやすい PJ だと思います。過年度の取組みに囚わ
れず、どんどん先生方にアイデアを伝えて、いつか久々に
富士吉田に来た OBOG を驚かせてほしいです！（M2 齋藤）

＜来年度に向けて＞
今年度構想したことを来年度以降は実践していきます。そ
のためにより多くの住民やプレイヤーを PJ に巻き込んで
いきたいです。（M1 渡邉）

＜やりがい＞
空間がまさに動き出すリアルタイムプロジェクト。学生
同士や産官学金で議論を重ね、空間提案がブラッシュ
アップされていく、そのプロセスが非常に面白い。自分
の引いた線が実空間として形になる可能性も。M2 鈴木）

＜やりがい＞
今年取り組み始めたばかりの対象地なので、やりたい提
案を実際に動かしていきやすいところ。今後の活動の可
能性が自分次第でいくらでも広げられる。

＜来年度に向けて＞
駐車場整備予定地での社会実験で " 実際に動かす " 時期
なので、人員確保が最大の課題。今後まちの核となって
いく場であるため一層力を入れていきたい。（M1 神谷）

＜やりがい＞
活動フィールドが大学から近く馴染みのある場所なの
で、実状に沿った具体的な議論がしやすい。地域のみな
さまとの関係性ができているのも魅力。

＜来年度に向けて＞
今年度は 2 つの通りに対してそれぞれ個別で活動をし
ていた。上野をウォーカブルにする、その第一歩として
2 つの通りを一体的に扱いたい。（M1 池内）

＜来年度に向けて＞
2 年の間に自分が取り組んだ内容を振り返って整理する
こと。初期構想だけして実践に向けては動いていないプ
ログラムの資料などを、来年度以降のいつかに役に立て
るようまとめておきたい。

どんどん広がっている現地の方々との関係はこれからも
大事にして欲しい。色々な面から活動に関われるのは貴
重だが、ついていくことだけで精一杯にならないよう自
分なりの軸や目標を持って入ってもらうと良いと思う。

（M2 谷本）

＜やりがい＞
小高では震災の影響が残る一方、様々なプレーヤーが常
に新しい何かを作り続けている地域でもあります。PJ
の実践を通じてそうした人々と出会い、協働して何かを
動かすことができたことが一番のやりがいでした。

＜来年度に向けて＞
大学側が主導する活動に加えて、地域の皆さんが起こし
ている様々な活動に飛び込んで参画し楽しむこと。そし
て地域の変容を自分の目線で切り取り、学術的に考察す
ること。この二つを両立する姿勢を貫いて欲しいです。

（M2 植田）

＜やりがい＞
PJ 全体の当面の目標としては全国的にも事例の少ない
集落地区計画策定に向けて進めています。役場の各課と
も連携しながら、いわば新しい「事例」を作るプロセス
に関わっている実感があるのは大きな魅力だと思いま
す。

＜来年度に向けて＞
当面は解析・設計・合意形成のサイクルを地道に続けて
いくことになるかと思います。まちづくりの先進地であ
る小布施で、他地域の手本となるような近郊農村再生の
新しいカタチが作られることを期待したいです。

（M2 齋藤）

＜やりがい＞
広いテーマの中から自分のやりたいことは何かを見極め
る大切さと、取り組みを進めていった時の達成感を味わ
うことができる。地域の方々に自分たちのやりたいこと
を理解してもらい、活動が広まっていくことを実感でき
ることが嬉しい。

＜来年度に向けて＞
震災から 10 年が経ち、当初掲げていた復興の意味合い
も変質していく中で、プロジェクトの立ち位置を考え、
新たな関わり方を模索していく必要がある。地域の方か
ら様々な声を頂く一方で、人員不足もひとつの要因では
あるが、PJ として何に取り組むべきか、どう協働して
いくべきかのバランスが難しい。（B3 洲崎）

＜やりがい＞
小布施町役場、そして小布施町出身の学生さん達と連携
し、深く関わりながら、農住混在地域の魅力ある景観を
土地利用から考えられるところはとても魅力的です。

＜来年度に向けて＞
今年度から小布施町役場や長野県の農政部、そして小布
施出身の学生達とますます連携が強化され、複雑化して
いるので、現状把握が何より大切です。（M1 小野瀬）

＜やりがい＞
デザ研の地域の中での立ち位置がいわゆる「地元大学」な
ので、まちや地元プレイヤーと密度高く関われるし、その
分短期的にたくさんのアウトプットを出し続ける強度は何
にも代え難い。

＜来年度に向けて＞
構想が実装されていくプロジェクトという意味で、学生ら
しい柔軟なアイデアは大切にしつつも、どういう風に運営
していくのか？お金はどう回すのか？という現実的な部分
にも挑戦していってほしい。また、ガイトウスタンドをよ
りまちの日常にしていってほしい！（M2 河﨑）

小高

小布施
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